
 

【会長挨拶】 

第 20 代会長 井上裕史（栃木県酒造協同組合 醸友会） 

        

このたび、栃木県青年経営者中央会 第 20 代会長を拝命しました井上裕史です。地域に

根差した日本酒製造業を営む傍ら、栃木県酒造協同組合の青年部組織「醸友会」に所属し、

同じビジョンを共有する同業者仲間とともに、県産酒の品質向上や需要開拓、伝統技術の

継承、ブランドイメージ向上のための PR 活動等に日々取り組んでいます。 

 

 さて、昨今の日本経済は引き続き緩やかながら回復基調が続いていると言われておりま

すが、長引く新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢に代表される国家間緊張、円高・

原油価格高騰等に由来する原料物価上昇の渦中にあり、慢性的な労働力不足も相まって、

依然として地方中小企業を取り巻く環境は厳しい状況にあります。 

 

更に SDGs、働き方改革、with コロナ社会での新しい労働形態へのシフト、法規改正や急

速に進む IT や DX 化への対応など、我々に課された課題は山積みですが、このような中で

地方中小企業が生き抜いていくためには、我々が業界の枠を越えて手を取り合い協力し、

互いに切磋琢磨していくことが重要であると思います。 

 

 栃木県青年経営者中央会は、その名の通り様々な業界の次世代を担う県内若手経営者・

後継者の集まりです。それぞれの業界の持つ知見を共有し、仲間意識をもって課題に取り

組むことができれば、新たなビジネスチャンスの創生など素晴らしい結果を残すことがで

きるのではないでしょうか。また、それぞれの業界における次世代リーダーを育成すべく、

各種経営セミナーや全国レベルでの経営者交流など様々な活動に全力で取り組む所存です。

引き続き会員の皆様、関係各位のご支援とご協力の程をよろしくお願い申し上げます。 

 

 最後に、当会では、共に活動する仲間を常時募集しています。業界団体青年部結成のた

めの協力も積極的に行っています。見学レベルの参加も大歓迎です。ぜひ一緒に、栃木県

中小企業の未来を育んでいきましょう。 

  

 


